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兵
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ロ
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エ
ク
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究
セ
ン
タ
ー
助
教
授

別
　
物
い　
淳

　
一
一

式
で
回
答
を
求
め
、

そ
の
回
容
か
ら
抽
出

し
た
３９
の
質
問
項
目
に
つ
い
て
再
び
主
要

受
入
施
設
の
指
導
者
に
質
問
紙
調
査
を
実

施
し
た
。

２
年
目
の
平
成
１４
年
度
は
、

県
下
の
小

学
校
教
員
に
同
様
の
３９
項
目
の
質
問
紙
詞

査
を
実
施
し
、

前
年
度
実
施
し
た
受
入
施

設
指
導
者
の
結
果
と
比
較
　
検
討
し
た
。

さ
ら
に
、
３
年
目
の
平
成
１５
年
度
は
、

実
際
に
自
然
学
校
が
実
施
さ
れ
て
い
る
各

学
校
の
活
動
現
場
に
出
向
き
、
１
年
目
と

２
年
目
の
分
析
結
果
か
ら
抽
出
し
た
７
つ

の
「学
校
教
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
」

が
ど
の
程
度
妥
当
性
の
あ
る
内
容
な
の
か

を
確
認
す
る
た
め
に
、　

一
つ
の
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
終
わ
つ
た
時
占
いで
指
導
さ
れ
た

小
学
校
教
員
と
子
ど
も
全
員
に
質
問
紙
詞

査
を
実
施
し
た
。

小
学
校
教
員
の
質
問
項

目
は
３９
項
目
の
中
か
ら
７
つ
の

「学
校
教

員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
」
を
反
映
し

た
２０
項
目
を
、　

一
方
、

子
ど
も
の
質
問
項

目
は
、

千
駄
ら
が
開
発
し
た

「自
然
体
験

で
培
わ
れ
た
能
力
尺
度
」
と

「楽
し
さ
体

験
尺
度
」
か
ら
２０
項
目
を
採
用
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
７
つ
の

「学
校
教
員
に
求
め

ら
れ
る
資
質
能
力
」
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
資
質
能
力
を
よ
り
高
く
発
揮
し

て
い
る
小
学
校
教
員
ほ
ど
、

子
ど
も
の
成

果
も
高
く
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

【
結

　

果

〕

●
自
然
学
校
の
受
入
施
設
指
導
者

・
小

学
校
教
員
か
ら
み
た

「
学
校
教
員
に

求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
」

１
年
目
に
自
然
学
校
の
受
入
施
設
指
導

者
を
対
象
に
３９
項
目
か
ら
な
る
質
問
紙
調

査

（尺
度
は
５
段
階
尺
度
で
、

①
重
要
で

な
い
、

②
あ
ま
り
重
要
で
な
い
、

⑤
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
、

④
少
し
重
要
で
あ
る
、

⑤
重
要
で
あ
る
）
を
実
施
し
、

そ
の
回
答

に
因
子
分
析
を
施
し
た
結
果
、

自
然
体
験

活
動
の
指
導
で
求
め
ら
れ
る
学
校
教
員
の

資
質
能
力
は
、

自
然
体
験
活
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
す
る
教
員
の

「共
通
理
解
と
集
回

指
導
力
」
、

「安
全
管
理

・
安
全
指
導
の
能

力
　
知
識
」
、

「自
然
体
験
活
動
の
知
識
」
、

「企
画
　
指
導
技
術
」
、

「状
況
予
測
力
と

対
人
関
係
能
力
」
、

「関
心

，
意
欲
」
、

「元

気
　
体
力
」
の
７
つ
で
構
成
さ
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
２
年
目
に
同
様
の
質
問
紙
調
査

を
小
学
校
教
員
に
も
実
施
し
、
７
つ
の

「学
校
教
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
」

に
基
づ
い
て
平
均
値

（値
の
範
囲
は
１
～

５
）
を
算
出
し
た
。

そ
の
小
学
校
教
員
と

受
入
施
設
指
導
者
の
平
均
値
を
示
し
た
も

の
が
表
１
で
あ
る
。

表
１
か
ら
、

「自
然

体
験
活
動
の
知
識
」
と

「関
心

・
意
欲
」

は
小
学
校
教
員
よ
り
も
受
入
施
設
指
導
者

の
方
が
学
校
教
員
に
強
く
求
め
ら
れ
る
と

【
は
じ
め
に
】

こ
れ
ま
で
の
自
然
体
験
活
動
の
研
究
を

概
観
す
る
と
、

体
験
し
た
子
ど
も
の
教
育

的
成
果
に
つ
い
て
研
究
し
た
も
の
が
多
い

自
然
学
校
に
つ
い
て
も
、

県
立
南
但
馬
自

然
学
校
発
行
の

『研
究
紀
要
』
や
兵
庫
県

教
育
委
員
会
発
行
の

『自
然
学
校
１０
周
年

記
合
誌
』
の
な
か
で
子
ど
も
た
ち
の
体
験

の
成
果
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

本

学
で
は
、

千
駄
　
赤
松

（２
０
０
３
）
が

県
下
の
公
立
小
学
校
１０
校
の
教
員
と
子
ど

も
を
対
象
に
質
問
紙
調
査
を
行
い
、

自
然

学
校
で
育
成
さ
れ
る
態
度
は

「学
習
の
基

本
的
態
度
」
、

「協
力
」
、

「学
習
の
仕
方
」
、

「課
題
の
達
成
」
で
あ
る
と
報
告
し
て
い

″つ
。し

か
し
、

そ
う
し
た
自
然
体
験
活
動
に

よ
る
子
ど
も
の
成
果
が
、

そ
の
指
導
に
携

わ
る
学
校
教
員
の
ど
の
よ
う
な
資
質
能
力

の
発
揮
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
い
る
の
か
は

明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。

そ
れ
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、

学
校
教
員
の
養
成

。
　

　

研
修
に
お
い
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

自
然
学
校
は
、

学
校
教
員
が
中
心
に
な

っ
て
指
導
し
て
こ

そ
学
級
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育

的
成
果
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

そ
こ
で
、

こ
の
研
究
で
は
、

自

然
学
校
を
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

子
ど
も
の
自
然
体
験
活
動
の
指
導
で
学
校

教
員
に
ど
の
よ
う
な
資
質
能
力
が
求
め
ら

れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

【
調
査
方
法

】

１
年
目
の
平
成
１３
年
度
は
、

自
然
学
校

の
受
入
施
設
指
導
者
を
対
象
に

「自
然
学

校
の
指
導
に
お
い
て
学
校
教
員
に
求
め
ら

れ
る
資
質
能
力
は
何
か
」
を
自
由
記
述
方



(表 1)7つ の 「学校教員に求められる資質能力」の重要度

7つ の資質能力名
小学校教員の

平均値

rr4 i tユ J尊 葺ヽ■力″ヽ

検定

共通理解と集団指導力

安全管理 ・安全指導の能力 知 識

自然体験活動の知識

企画 指 導技術

状況予測力と対人関係能力

関心 意 欲

元気 体 力

4 2

4 4

3 8

3 8

4 3

4 1

4  4

米 米 *

* * *

*来 *

※検定は、
・
:p<05、

十■
:p<01、

ヤ☆キ:pくoolを 意味する。

答
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「元
気
　
体

力
」
は
逆
に
小
学
校
教
員
の
方
が
学
校
教

員
に
強
く
求
め
ら
れ
る
と
答
え
て
い
た
。

し
か
し
、

そ
う
し
た
差
異
は
認
め
ら
れ
る

も
の
の
、

全
体
的
に
は
、

小
学
校
教
員
も

受
入
施
設
指
導
者
も
ほ
ぼ
如
以
上
の
値
を

示
し
て
お
り
、
７
つ
の

「学
校
教
員
に
求

め
ら
れ
る
資
質
能
力
」
は
双
方
か
ら
重
要

度
の
高
い
内
容
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

０
７
つ
の

「
学
校
教
員
に
求
め
ら
れ
る

資
質
能
力
」
と
子
ど
も
の
成
果
の
関
係

こ
の
７
つ
の

「学
校
教
員
に
求
め
ら
れ

る
資
質
能
力
」
が
実
際
の
自
然
学
校
の
指

導
場
面
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
の
成
果
に

ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
を

知
る
た
め
に
、

自
然
学
校
を
１
学
期
に
実

施
し
た
小
学
校

（１３
事
例
）
と
２
学
期
に

実
施
し
た
小
学
校

（７
事
例
）
に
分
け
て

分
析
を
行

っ
た
。

表
２
は
１
学
期
に
実
施
し
た
事
例
の
分

析
結
果
で
あ
り
、

各
資
質
能
力
ご
と
に
小

学
校
教
員
の
自
己
評
価
が
高
か

っ
た

「高

得
点
群
」
と
逆
に
低
か

っ
た

「低
得
点
辞
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
成
果
を
平
均
値

で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

検
定
で

「
■
」
を
付
し
た
子
ど
も
の
成
果
は
統
計

的
に
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。

表
２
の
平
均
値
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

ほ
と
ん
ど
の
資
質
能
力
で
は
、

高
得
点
群

よ
り
も
低
得
点
群
の
小
学
校
教
員
の
方
が

子
ど
も
の
成
果
が
高
く
、

統
計
的
に
も
差

が
認
め
ら
れ
る
。

逆
に
、

低
得
点
群
よ
り

も
高
得
点
群
の
小
学
校
教
員
の
方
が
子
ど

も
の
成
果
が
高

い
の
は
、

「自
然
体
験
活

(3)どんぐり

(注 1)「自然体験で培われた能力尺度」の平均値は、4件法 (1、いつもできなかった、2!で きなかつたことが多かった、3,で きた

ことが多かった、41V つヽもできた)の 尺度から算出し、「楽しさ体験尺度Jの 平均値は、体験者のみ4件法 (1:ぜ んぜん楽し

くなかった、2,ど ちらかといえば楽しくなかった、3!ど ちらかといえば楽しかった、4:た いへん楽しかった)の 尺度から算

出した。

(注 2)検 定は、Ⅲp<05、 X■P(01ヽ
・ネキPく001を意味する。

(表 2)1学 期に自然学校を実施した 7つ の 「学校教員に求められる資質能力」と子どもの成果

縛 聖
共通理解と集団指導カ 安全管理 安 全指導 自然体験活動の知識 企画 指 導技術

高得点群
の平均値

抵得点群
の平均値

検 定
高得点群
の平均値

低得点群
の平均値

検 定
高得点群
の平均値

低得点群
の平均値

検 危
高得点群
の平均値

低得点群
の平均値

検 定

は)自然体験で培われた能力尺度

学習の基本的態度

学習の仕方

自己に対する理解

協力

課題の達成

* *

*

2 9

2 5

2 8

3 0

2 8

3 0

2 5

2 9

3 1

2 9

＊＊

＊

求

3 0

2 6

2 9

3 1

2 8

率 ネ

＊

修)楽しさ体験尺度

親和 達 成

自然理解 快 活 来 率 * *

縛 聖
状況予想r力と対人関係能力 関心 意 欲 元気 体 カ 全体

高得点群
の平均値

群

値
衛
詢
確は

の
検 定

群

値

占
世
り

得

平

工向

の

低得点群
の平均値

検 定
群

値

点

均

得

平

高

の

低得点群
の平均値

検 定
高得点群
の平均値

低得点群
の平均値

検 定

(1)自然体験で培われた能力尺度

学習の基本的態度

学習の仕方

自己に対する理解

協力
課題の達成

2 9

2 5

2 9

3 0

2 9

０

６

９

０

９ ネ *

2 9

2 5

2 8

3 0

2 8

3 0

2 6

2 9

3 1

2 9

率

物)楽しさ体験尺度

親和 達 成

自然理解 1快活 * * ネ * *



動
の
知
識
」
に
お
け
る

「協
力
」
と

「企

画
　
指
導
技
術
」
に
お
け
る

「課
題
の
達

成
」
の
み
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

表
３
の
２
学
期
に
実
施
し

た
事
例
の
分
析
結
果
を
見
る
と
、

「
関
心

意
欲
」
と

「
元
気
　
体
力
」
を
除
く
他
の

資
質
能
力
の
平
均
値
は
、

す
べ
て
高
得
点

群
の
方
が
高
い
。
し
か
も
、

れ
計
的
に
も

有
意
な
差
が
多
く
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

２
学
期
の
場
合
は
、

小
学
校
教
員
の
自
己

評
価
と
子
ど
も
の
成
果
が
相
関
関
係
に
あ

る
。

「
関
心
　
意
欲
」
と

「元
気
　
体
力
」

の
項
目
で
高
得
点
群
の
方
が
子
ど
も
た
ち

の
成
果
が
低
い
値
を
示
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、

「
関
心

上
息
欲
」
「元
気
　
体
力
」

の
値
が
高
い
小
学
校
教
員
の
様
子
を
観
察

す
る
と
、

そ
れ
ら
の
項
目
の
重
要
性
を
十

分
認
識
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

教
員
の
方

が
子
ど
も
た
ち
以
上
に
活
動
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
見
ら
れ
、

そ
の
結
果
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の
成
果
を
下
げ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

０
ま
と
め

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、

以
下
の
点
が
指

摘
で
き
る
。　

一
つ
は
、

２
学
期
の
結
果
か

ら
、
７
つ
の

「学
校
教
員
に
求
め
ら
れ
る

資
質
能
力
」
は
妥
当
性
を
有
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、

小
学
校
教
員

は
１
学
期
よ
り
も
２
学
期
の
方
が
自
然
学

どんぐり(4)

(注 1)「自然体験で培われた能力尺度Jの 平均値は、4件法 (1,いつもできなかった、2,で きなかったことが多かった、3,で きた
ことが多かつた、4 い つもできた)の 尺度から算出し、「楽しさ体験尺度Jの 平均値は、体験者のみ4件法 (1:ぜ んぜん楽し
くなかった、2!ど ちらかといえば楽しくなかつた、3:ど ちらかといえば楽しかった、4:た いへん楽しかった)の 尺度から算
出した。

(注2)検 定は、Ⅲゃくo5、ヤヤゃく01、イメXpく001を意味する。

校
で
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
様
子
や
状

況
を
的
確
に
把
握
し
、

評
価
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
１
学
期

よ
り
も
２
学
期
の
方
が
学
校
で
の
学
級
づ

く
り
の
成
熟
度
が
高
い
こ
と
を
表
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

《
引
用
文
献
》

千
献
忠
至

赤
松
幸
子

（２
０
０
３
）
「自

然
学
校
で
育
成
さ
れ
る
態
度
と
そ
れ
に
影

響
を
与
え
る
要
因
」
、

『兵
庫
教
育
大
学
研

究
紀
要
』
第
２３
巻
第
３
分
冊
、

５９
‐
６６
頁
。

※
本
研
究
は
兵
庫
教
育
大
学
プ
ロ
ジ

エ
ク

ト
研
究
と
し
て
、

長
澤
急
保

（研
究
代

表
　
兵
庫
教
育
大
学
学
校
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
）
、

上
西

一
郎

別
惣
淳
二

（同
大
学
学
校
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
助

教
授
）
、

千
駄
忠
至
　
売
木
勉
　
福
本

謹

一

（同
大
学
教
授
）
、

嶋
崎
博
嗣

安
原

一
樹

（同
大
学
助
教
授
）
、

他
４
名

が
行
い
ま
し
た
。

な
お
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
実

施
に
あ
た
り
、

兵
庫
県
教
育
委
員
会
な

ら
び
に
南
但
馬
自
然
学
校
、

嬉
野
台
生

涯
教
育
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
県

下
の
関
係
教
育
施
設
、

そ
し
て
多
数
の

公
立
小
学
校
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

(表 3)2学 期に自然学校を実施した場合の7つ の 「学校教員に求められる資質能力」と子どもの成果

共通理解と集EL4指導力 安全管理 安 全指導 自然体験活動の知識 企画 .指導技術‐

高得点群
の平均値

低得点群
の平均値

検 定
南得点群
の平均値

低得点群
の平均値

携 定
高得点群
の平均値

低得点群
の平均値

検 定
高得点群
の平均値

低得点群
の平均値

検 定

(1)自然体験で培われた能力尺度

学習の基本的態度

学習の仕方

自己に対する理解

協力

課題の達成

3 0

2 5

3 0

3 1

3 0

* *

* * *

*

2 9

2 4

2 9

3 1

2 9

3 1

2 7

3 0

3 2

3 1

率 ネ

* *来

* *Ⅲ

来

* * *

2 9

2 4

2 8

3 1

2 9

来 率 *

*幕 *

* * *

* * 来

率 *ネ

修)楽しさ体験尺度

親和 達 成

自然理解 快 活

来

* *

*来 来

* *来

状況予測力と対人関係能カ 関心 ,意欲 元気 t体力 全体

僻軸
高

の

低得点群
の平均値

横 定
高得点群
の平均値

低得点群
の平均値

検 定
高得点群
の平均値

低得点群
の平均値

検 定
群

値
術
鶏

高

の

群

慣

市
住
切

解

研
検 定

(0自然体験で培われた能力尺度

学習の基本的態度

学習の仕方

自己に対する理解

協力
課題の達成

* 米 ネ

*

* * *

辛

3 0

2 5

3 0

3 1

3 0

辛 率

* * *

率

2 9

2 3

2 8

3 0

2 8

キ ネ *

* *率

* *

*

率 Ⅲ 米

12)楽しさ体験尺度

親和 達 成

自然理解 1快活

* 来 率

*
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―
自
然
学
校
の
充
実
に
む
け
て
―

１

赤
松
？
黒
松
？

本
校
で
実
施
し
て
い
る
自
然
学
校
１
日

講
座
で
の

一
コ
マ
。

講
師
の
指
導
に
対
す

る
受
講
生

（県
下
公
立
学
校
教
員
）
の
反

応
で
あ
る
。

松
の
木
を
見
て
、

Ｐ
」
の
２

種
類
の
松
の
木
の
連
い
は
ヽ
赤
松
と
黒
松

で
す
」
「ど
う
見
分
け
る
の
で
し
ょ
う
」

「？
」
こ
の
や
り
取
り
を
聞
い
て
い
て
、

私
も
ふ
と
困
っ
て
し
ま
っ
た
。

赤
松
の
生

え
て
い
る
と
こ
ろ
の
尾
根
付
近
は
松
章
が

出
る
と
い
っ
た
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
経
験

し
か
思
い
出
せ
な
い
。

講
師
は
松
葉
を
受

講
生
に
取
る
よ
う
に
指
示
し
い
次
に
手
の

ひ
ら
で
触

っ
て
み
る
よ
う
に
指
一不
し
た
。

「痛
い
、

こ
っ
ち
は
痛
く
な
い
」
「葉
が
細

い
、

長
い
、

太
い
」
等
、

の
様
々
な
反
応

が
返

っ
て
き
た
。

講
師
は
、

「痛
い
と
感

じ
た
葉
が
黒
松
、

や
わ
ら
か
い
と
感
じ
た

葉
が
赤
松
」
と
指
導
し
た
。

受
講
者
は
す

ぐ
理
解
し
た
。

南
但
馬
自
然
学
校
主
任
指
導
主
事
兼
指
導
課
長

中
　
島

　

　

浩

２

も

の
が

わ
か

る
と

い
う

こ
と

私
た
ち
は
、

あ
る
物
事
を
言
葉
や
文
字

を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
言

葉
や
文
字
の
本
当
の
意
味
を
分
か
っ
て
い

る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。

な
の
木

は
知

っ
て
い
る
が
、

見
分
け
が
つ
か
な
い

の
は
、

言
葉
や
文
字
で
は
分
か
っ
て
い
て

も
、

中
身
が
分
か

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
、

物
事

を
記
号
化
し
た
言
葉
や
文
字
で
覚
え
る
た

め
、

言
葉
は
分
か

っ
て
い
て
も
、

自
然
の

中
で
物
に
対
時
し
た
と
き
に
言
葉
と
実
態

が
結
び
つ
か
な
い
。
自
然
学
校
実
施
の
教

育
的
意
義
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

直
接
的
な
体
験
や
活
動
を
と
お
し
て
、

言

葉
と
し
て
知

っ
て
い
る
物
事
の
本
当
の
意

味
が
子
ど
も
た
ち
に
イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
感

じ
ら
れ
、

身
に
つ
い
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、

引
率
指
導
者
の
役
割
は

大
変
重
要
で
あ
る
。

３

「
あ
れ
？
」

体
験
を
通
し
て
も
の
が
分
か
る
と
い
う

こ
と
、

知
る
と
い
う
こ
と
は
、

子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
と

っ
て
重
要
で
あ
る
。

そ
の

た
め
に
教
師
は
仕
掛
け
を
し
な
い
と
達
成

で
き
な
い
。

先
に
述
べ
た
講
師
の
指
導
は

本
物
の
体
験
を
仕
組
ん
で
い
る
証
で
あ
る
。

自
然
の
中
で
の
活
動
で
は

「ち
ょ
つ
と
待

て
、

あ
れ
、

立
ち
止
ま

っ
て
み
よ
う
」
の

「あ
れ
？
」
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

た

だ

「あ
れ
？
」
と
発
す
る
だ
け
で
子
ど
も

た
ち
の
五
感
は
周
囲
に
張
り
巡
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

「あ
れ
？
」
を
ど

こ
で
発
す
る
か
は
入
合
な
下
見
と
教
材
研

究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。Ｏ

ｎ
あ
れ
？
夜
に
森

へ
」

自
然
学
校
実
施
要
項
に
は
、

日
常
生
活

で
は
味
わ
え
な
い
感
動
体
験
な
ど
自
然
学

校
で
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が
上
が

る
活
動
を
行
う
と
明
記
し
て
あ
る
。

子
ど

も
た
ち
に
と

っ
て
夜
の
自
然
を
感
じ
る
体

験
と
い
う
も
の
が
少
な
く
、

平
成
７
年
に

本
校
が
調
査
し
た
中
で
も
、

夜
の
道
を
歩

く
体
験
に
つ
い
て
３７

・
２
％
が

「体
験
が

な
い
」
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

昨
年

度
本
校
の
活
動
の
中
で
暗
闇
の
体
験
実
施

率
は
１２
　
２
％
で
あ
る
。

夜
の
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
Ｉ
Ｈ
自
然
学
校
か
ら
脱
皮
し
、

懐
中
電
灯
を
も

つ
て
夜
の
森
を
歩
き
た
い
。

普
段
の
生
活
で
は
夜
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
て

出
歩
く
こ
と
が
少
な
い
か
ら
歩
く
だ
け
で

も
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
。
し
か
し
、

友

達
と
夜
道
を
歩
く
楽
し
み
と
は
別
に
、

生

き
物
た
ち
の
夜
の
生
活
を
探
れ
ば
知
る
喜

び
に
満
た
さ
れ
る
。

灯
り
を
消
す
と
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
見
え
て
く
る
。

灯
り
を
つ

け
て
い
る
と
き
に
は
聞
こ
え
な
か

っ
た
沢

山
の
音
、

定
の
警
戒
音
。

視
界
を
断
た
れ

て
聴
覚
が
鋭
く
な

っ
て
く
る
、

視
覚
も
次

第
に
鋭
く
な
り
音
が
す
れ
ば
振
り
向
き
目

を
凝
ら
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
そ
れ

ま
で
の
体
験
が
少
な
い
だ
け
に
、

こ
の
よ

う
な
活
動
で
得
ら
れ
る
も
の
の
期
待
が
大

き
く
な

っ
て
く
る
。

Ｏ

「
あ
れ
？
雨
ザ
ふ
る
の
に
」

事
前
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
と
、

必
ず
体

育
館
が
あ
る
の
か
と
い
う
質
問
が
あ
る
。

雨
の
場
合
、

雨
か
ら
逃
げ
る
？
プ
ロ
グ
ラ
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ム
が
作
ら
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。

雨
も
ま
た
自
然
で
あ
る
。

安
全
さ
え
確
保

で
き
れ
ば
雨
だ
か
ら
と
い
っ
て
活
動
内
容

を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
。

雨
の
中
で
の

活
動
は
心
に
残
る
。

や
っ
た
あ
と
心
に
残

る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
こ
に
普
段
に
な
い

苦
労
や
工
夫
が
伴
う
か
ら
で
あ
る
。

雨
に

ぬ
れ
、

服
が
汚
れ
、

足
元
に
注
意
を
は
ら

い
、

嫌
な
気
持
ち
を
振
り
払
う
努
力
を
し
、

仲
間
と
と
も
に
励
ま
し
あ
う
こ
と
な
ど
、

晴
れ
て
い
れ
ば
さ
ほ
ど
必
要
の
な
い
音
労

や
工
夫
が
、

雨
の
日
は
否
応
な
く
伴
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、

活
動
後
の
満
足
感
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

そ
し
て
何
よ
り
重
要
な
の

は
引
率
教
員
の
笑
顔
で
あ
る
。

実
顔
に
つ

ら
れ
て
雨
の
中
に
踏
み
出
し
た
時
、

子
ど

も
た
ち
は
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
に
な

Ｚつ
。０

「
あ
れ
？

ま
た
野
外
炊
額
を
や
る
」

定
番
プ
ロ
か
ら
の
脱
皮

自
然
学
校
の
定
番
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
え

ば
、

野
外
炊
飯
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が

興
味
関
心
を
持
ち
意
欲
的
に
取
り
組
む
活

動
で
あ
る
。
し
か
し
、

指
導

の
仕
方
に

よ
っ
て
は
、

単
に
集
団
で
食
事
を
作
ら
せ

る
訓
練
的
な
こ
と
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

１
回
の
活
動
で
炊
飯
技
術
が
す
べ
て
身
に

付
く
わ
け
で
も
な
く
、

こ
の
よ
う
な
技
術

の
向
上
を
目
標
に
し
た
取
り
組
み
は
自
然

学
校
の
ね
ら
い
と
は
言
い
難
い
。

あ
る
学

校
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
、

ね
ら
い
は

「料
理
コ
ン
テ
ス
ト
ー
味
　
見
栄
え
　
協

カ
ー
ー
」
、
日
程
は
２
日
間
、
１
日
日
は
メ

ニ
ュ
ー

（カ
レ
ー
　
焼
き
ソ
バ
　
豚
汁
）

を
考
え
さ
え
、

在
の
活
動
で
引
率
教
員
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
様
々
な
相
談
を
受

け
助
言
す
る
。
２
日
目
は
食
材
の
買
出
し

か
ら
始
ま
る
。

お
皿
の
数
が
足
り
な
く

な
っ
た
、

ホ
ウ
の
葉
、

竹
を
お
皿
に
し
て

お
に
ぎ
り
に
し
て
入
れ
よ
う
。

箸
が
足
り

な
い
、

木
の
枝
を
削
ろ
う
。　

　
　
子
ど

も
た
ち
の
無
限
の
発
想
が
出
て
く
る
。

見

栄
え
に
つ
い
て
は
、

テ
ー
ブ
ル
を
自
然
物

で
飾
り
つ
け
る
、

箸
置
き
を
熊
笹
で
作
る
。

子
ど
も
達
の
発
想
に
は
驚
か
さ
れ
る
ば
か

り
で
あ
る
。
ま
た
、

あ
る
学
校
は
、

ね
ら

い
を

「ご
み
な
し
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
」
と

し
、

野
外
炊
飯
を
３
回
に
わ
た
っ
て
実
施

し
た
。

食
材
か
ら
食
べ
ら
れ
る
量
を
計
算

し
調
理
す
る
、

飯
ご
う
の
中
の

一
粒
の
米

も
無
駄
に
し
な
い
、

そ
し
て
残
飯
量
を

量
っ
て
い
っ
た
。

　
ヽ
３
回
目
に
な
る
と
残
飯

は
微
量
に
な
っ
た
。

児
童
と
先
生
の
会
話

で
あ
る
。

「先
生
、
も
う

１
回
野
外
炊
飯

や
り
た
い
な
。
リ
ー
ダ
ー
の
お
兄
さ
ん
か

ら
玉
葱
の
皮
で
染
め
物
が
で
き
る
と
聞
い

た
よ
。
ゴ
ミ
に
な
る
と
こ
ろ
な
ん
て
ひ
と

つ
も
な
い
ね
。」

４

し
お

り
＝
シ
ラ
バ

ス
？

Ｏ
何
の
た
め
に

子
ど
も
た
ち
に
は
こ
ん
な
こ
と
を
体
験

し
て
み
よ
う
と
い
う
構
え
を
持
っ
て
自
然

学
校
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、

今
活
動
し
て
い
る
こ
と

が
、

「何
を
め
ざ
し
て
い
て
、

今
ま
で
の
学

校
の
勉
強
と
ど
う
つ
な
が
り
、
ど
ん
な
知

恵
や
技
を
体
得
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
５
年
生
な
り
に
理

解
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伝

え
な
け
れ
ば
、　

一
つ
ひ
と
つ
の
活
動
が
細

切
れ
の
体
験
だ
け
で
終
わ
り
に
な
っ
て
し

ま
う
。

伝
え
る
方
法
は
様
々
で
あ
る
が
、

「し
お
り
」
に
明
記
し
て
お
け
ば
、

体
験

後
の
振
り
返
り
に
記
録
と
し
て
生
か
さ
れ

て
い
く
。

０
学
ぴ
を
促
す
た
め
に

最
近
、

大
学
で
は
年
度
始
め
に
授
業
計

画
で
あ
る

「シ
ラ
バ
ス
」
が
学
生
に
示
さ

れ
る
。

そ
れ
を
見
て
学
生
は
１
年
間
の
学

習
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の

シ
ラ
バ
ス
こ
そ
が

「し
お
り
」
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

本
校
に
到
着
さ
れ
た
と
き
に

各
学
校
の
自
然
学
校
の
し
お
り
を
い
た
だ

く
。
日
程
、

係
活
動
、

諸
注
意
か
ら
健
康

の
こ
と
布
回
の
た
た
み
方
そ
し
て
本
校
の

地
図
等
、

か
な
り
分
厚
い
し
お
り
で
あ
る
。

読
み
込
む
だ
け
で
も
相
当
な
時
間
を
要
す

Ｚつ
。こ

の

「し
お
り
」
で
あ
る
が
、

児
童

一

人

一
人
が
メ
モ
書
き
し
た
自
分
ら
し
さ
の

あ
る

「し
お
り
」
に
な
ら
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
、
５
泊
６
日
の
記
録
が
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
か
。
ひ
と
つ
の
活
動
が
終
わ

る
と
す
ぐ
次
の
活
動
に
進
む
の
で
は
な
く
、

体
験
を
通
し
て
気
づ
い
た
り
発
見
し
た
こ

と
を
振
り
返
り
、

そ
の
こ
と
を
共
に
体
験

し
た
友
達
と
分
か
ち
合
う
こ
と
に
よ
り
学

び
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
内
容
を
し
お
り
に
書
き
込
む
。

そ
う

し
て
出
来
上
が
っ
て
い
く

「し
お
り
」
は
、

″生
き
た
″
し
お
り
と
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

筒
素
化
で
き
る
も
の
は
筒
素
化
し
、

ね

ら
い
に
迫
る
こ
と
の
で
き
る

「し
お
り
」

で
あ

っ
て
ほ
し
い
。
自
然
学
校
前
の
事
前
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学
習
で
、
５
泊
６
日
の
ね
ら
い
、

こ
の
ね

ら
い
に
基
づ
く
個
人
の
日
程
表
を
作
成
さ

せ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
学
び
を
促
す
こ

と
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
と
考
え
る
。

全

体
的
な
日
程
は
宿
泊
棟
に
張
り
出
し
て
お

け
ば
よ
い
。

５

先
生
が
抱
え
込
ま
な

い

―
連
携
と
役
割
分
担
―

自
然
学
校
が
児
童

一
人

一
人
に
よ
り
良

い
変
容
を
も
た
ら
す
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

内
容
や
運
営
と
い
う
面
に
視
点
を
当
て
て

考
え
る
と
、

前
年
度
踏
薬
型
が
多
く
、

児

童
は
毎
年
変
わ
る
か
ら
と
い
う
発
想
が
強

く
働
い
て
い
て
マ
イ
不
り
化
に
陥
っ
て
い

る
傾
向
が
強
い
。
こ
の
こ
と
は
改
善
す
べ

き
点
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
も
あ
り
、

今
す
ぐ
に
改
善
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ

ろ
う
が
、

児
童
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
は
何
か
を
検
討
し
、

そ
の
た

め
に
は
ど
ん
な
内
容
の
活
動
を
仕
組
む
の

か
、
自
由
な
発
想
で
内
容
を
見
直
し
、

学

校
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、

引
率
教
員
だ
け
で
全
て
を
動
か
し
て
い
く

の
で
は
な
く
、

地
域
の
人
的
資
源
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

野
外
教
育
の

技
術
指
導
員
等
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

図
り
、

役
割
分
担
し
な
が
ら
、

引
率
教
員

も
児
童
も
楽
し
み
、

汗
を
か
き
、

笑
顔
の

あ
る
自
然
学
校
の
実
施
を
望
む
と
こ
ろ
で

あ
る
。

６

評

　

価

Ｏ

学

校

は

自
然
学
校
は
実
施
要
領
に
よ
り
実
施
す

る
の
で
あ
る
が
、

前
述
し
た
よ
う
に
や

り
っ
ぱ
な
し
で
は
教
育
効
果
は
期
待
で
き

ず
、

マ
ン
ネ
リ
化
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

兵

庫
県
教
育
委
員
会
は
平
成
１６
年
３
月
に
、

各
学
校
が
地
域
や
学
校
、

子
ど
も
た
ち
の

実
態
に
即
し
て
自
己
評
価
を
行
う
学
校
評

価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
指
針
と
な
る

「学
校
評
価
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し

た
。
こ
の
冊
子
の
４７
頁
に
自
然
学
校
評
価

の
例
を
提
示
し
て
い
る
。

評
価
項
目
は

「教
育
課
程
に
位
置
づ
け
た
全
体
計
画
の

作
成
及
び
ね
ら
い
の
明
確
化
　
児
童
の
安

全

・
健
康
管
理
体
制
の
整
備
　
児
童
の
主

体
性
を
生
か
し
た
自
然
学
校
の
実
施
　
自

然
学
校
で
の
体
験
が
そ
の
後
の
生
活
に
生

か
さ
れ
る
指
導
の
工
夫
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
例
に
準
じ
て
各
学
校
で
の
工
夫
し
た

評
価
を
も
と
に
自
然
学
校
の
充
実
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｏ

児

童

は

児
童
に
と

っ
て
は
、

４

し
お
り
出
シ
ラ

バ
ス
で
述
べ
た

「振
り
返
り
」
が
評
価
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

振
り
返
り

の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
言
葉
に
し
、

文

章
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

何
が
ど

う
自
分
に
起
こ
っ
た
か
、

こ
れ
か
ら
何
を

す
れ
ば
よ
い
か
、

体
験
し
気
づ
き
知

っ
た

こ
と
か
ら
何
が
言
え
る
の
か
を

一
般
化
し
、

仮
説
化
す
る
た
め
に
文
字
や
絵
を
つ
か
っ

て

「し
お
り
」
に
ま
と
め
、

話
し
合
い
振

り
返
り
や
分
か
ち
合
い
に
つ
な
げ
て
い
く
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、

出
来
事
や
考
え
方
、

概
念
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
、

各
自
の
知
識
と

し
て
い
く
。
こ
の
時
、

自
然
学
校
の
体
験

は
生
き
て
働
く
知
識
と
な
る
。

Ｏ
臼
蕪
学
縦
を
支
え
る
方
々
は

（
技
術
指
導
員
　
指
導
補
助
員
　
地

域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
　
　
　
）

児
童
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
支
え
る
指

導
補
助
員
、

技
術
指
導
員
、

地
域
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
の
方
々
に
と

っ
て
も
、

子
ど
も
た

ち
が
体
験
か
ら
何
を
学
ん
で
い
る
か
と
い

う
意
識
や
、

「あ
れ
？
」
と
思
わ
せ
る
よ
う

な
仕
掛
け
や
支
援
が
で
き
た
か
、

全
体
の

場
で
の
発
間
は
ね
ら
い
に
迫
る
こ
と
が
で

き
た
か
、

明
瞭
簡
潔
で
適
切
な
指
示
が
で

き
た
か
等
の
振
り
返
り
が
必
要
で
あ
る
。

７

地
域
に
支
え
ら
れ

る

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
は
、

学
校
、

家

庭
、

地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
教
育
改

革
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

地
域
住
民
の
支
援
の
も
と
学
習
の
充
実
を

図
る
な
ど
、

県
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る

教
育
活
動
の
推
進
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

自
然
学
校
に
お
い
て
も
児
童
の
参
画
を
図

り
な
が
ら
計
画
実
施
を
し
て
い
く
例
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、

地
域
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
か
ら
実
際
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
等
に
参
画
し
、

学
校
と

指
導
補
助
員
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が

協
働
的
な
支
援
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
支

援
が
得
ら
れ
た
と
き
、

子
ど
も
た
ち
の
求

め
に
対
応
し
た
自
然
学
校
を
創
造
し
得
る

可
能
性
は
大
き
い
。
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